


織布ポリプロピレン飼料袋のリサイクル：回収、洗浄、設計の選択、引き取り回収プログラム

Details
結論の要約： 使用済みの織布ポリプロピレン飼料袋は#5 PPとしてリサイクルできますが、自治体のカーブサイド回収容器に入れられることはほとんどありません。空で乾燥し、ライナー
のない袋は、農業用プラスチックまたはPP再資源化業者へ持ち込みます。業者は破砕、洗浄、浮沈選別、再ペレット化を行います。単一PP構造、低ミネラルフィラー、PP縫い糸であれ
ば、再資源化ははるかに容易になります。

あらゆる飼料工場、販売店、畜産事業者が、同じ問題に直面しています。それは、牛舎の裏や積み込みドックに空袋が積み上がっていくことです。本ガイドでは、織布ポリプロピレン飼料袋
が実際にどのようにリサイクルされるかを解説します。誰が受け入れるのか、再資源化工場の中で何が起きるのか、どの袋構造が拒否されるのか、そしてB2Bの購入者が、散在する廃棄物
を文書化された回収プログラムまたは再生素材含有プログラムへどう転換できるかを取り上げます。

「ポリプロピレン」と仕様書に記載されていても、その袋がお住まいの地域で再資源化できる保証はありません。イリノイ州ケーン郡は、織布およびラミネート袋に関する公開ガイダンスで、
この矛盾を次のように整理しています。その袋は、 再利用性は非常に高いものの、使用後の再資源化性は劣る[1]。誤表示は法的リスクも伴います。2026年一月、カリフォルニア州司法
長官は、 「リサイクル可能」と宣伝されたプラスチック袋をめぐる和解を[2]発表しました。州の立場は、相当程度まで再資源化できない袋は「リサイクル可能」とは言えない、というもので
した。問題となる量は増え続けています。Packaging Diveが報じた調査によると、ニュージャージー州の袋規制導入後、 織布袋・不織布袋に使われるポリプロピレンが少なくと
も六倍に増えた[3]。この調査には業界からの資金提供がありましたが、方向性は明白です。重いPP形式の袋が廃棄物の流れに入ってきており、廃棄後の対策を後回しにすることは、もはや
できません。

解決策が新素材であることはほとんどありません。再資源化業者が処理できる袋の設計、袋を清潔に保つ回収習慣、そして文書化できる表示の三つを組み合わせることです。以下のセクショ
ンでは、この三つをすべて取り上げます。
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織布ポリプロピレン飼料袋とは何か？
織布ポリプロピレン飼料袋は、平らなPPテープから作られた袋です。ポリマーはフィルムに押し出され、スリットされ、延伸されたのち、丸織機または平織機で織られて、布製のチューブ
またはシートになります。生地は底部で裁断され、縫製またはヒートシールされ、通常は飼料、種子、穀物を25 kgまたは50 kg充填します。この二つのサイズは、次の規格の分類と
対応しています： ISO 23560:2015[4]、穀物、砂糖、豆類向けの織布PP袋の国際規格です。この規格では、平均生地破断力を少なくとも918 N（対象：50 kgタイ
プ）、さらに816 N（対象：25 kgタイプ）と定めています。これらの値は、新しい袋にどれだけの再生樹脂を配合できるかを決める際に、後ほど重要になります。

業界では、同じ基材を指すのに複数の呼び名が使われています。織布PP袋、ポリウィーブ袋、ラフィア袋などです。リサイクルの観点では、名称よりも基布に追加された層の方が重要です：

基布： PPテープで、炭酸カルシウムのフィラーとUV安定剤を含むことが多いです。生地重量（GSM）は、（経糸メッシュ + 緯糸メッシュ）× デニール ÷
228.6 で概算できます。この数値にはコーティングとラミネートは含まれません。
印刷面： 生地に直接フレキソインキで印刷するか、上にラミネートされた裏面印刷のBOPPフィルムを使います。BOPPもポリプロピレンです。
防湿層： PPまたはPEの押出コーティング、または取り外し可能なルーズ型もしくは縫い込み型のPEライナーです。
閉じ方： 縫い糸（PPまたはポリエステル）、クレープテープ、または熱切断・シール加工の端部です。

https://www.kanecountyil.gov/Recycling/Pages/reusablebags.aspx
https://oag.ca.gov/news/press-releases/attorney-general-bonta-announces-335-million-settlement-plastic-bag
https://www.packagingdive.com/news/plastic-bag-bans-study-environment-new-jersey/704761/
https://www.packagingdive.com/news/plastic-bag-bans-study-environment-new-jersey/704761/
https://www.iso.org/standard/65221.html


基材ポリマーは樹脂コード5です。追加される各層は、PP系に留まるか、再資源化業者が取り除かなければならない第二の素材を持ち込むかのいずれかです。受け入れの可否の多くは、こ
の違いによって決まります。

中身を出した後、織布ポリプロピレン飼料袋はどのようにリサイクルされるか？
自治体のカーブサイド回収プログラムは、硬質容器と繊維を前提に設計されています。ほとんどの自治体では織布袋を受け付けていません。フィルムと同様に、生地が選別スクリーンに絡み
つくためです。そのため、使用済みの飼料袋は通常、別の経路をたどります。農業用プラスチックの回収日、返品をまとめる飼料販売店、またはベール化されたPPを買い取る地域のプラス
チック処理業者です。荷が処理業者に届くと、工程はおおむね次のように共通しています：

受入検査とベール解体。 処理業者は、ライナー、混合プラスチック、湿った材料、カビの有無を確認します。検査に不合格となった荷は、格下げされるか、受け入れを拒否されま1.
す。
破砕。 袋は、洗浄できる程度の小さなフレークまたは細片に裁断されます。2.
洗浄。 摩擦式洗浄機で、飼料の粉塵、油脂、汚れを除去します。この工程では、有機残渣がコストの主な要因になります。3.
浮沈分離。 PPの密度は約0.90–0.91 g/cm³であるため、水に浮きます。PET糸、PVCラベル、高充填テープなど、より密度の高いプラスチックは沈み、分離さ4.
れます。
乾燥、押出、溶融濾過。 洗浄済みのフレークは溶融され、未溶融粒子を捕らえるスクリーンを通過させられます。PPは通常、約200–230 °Cで加工されます。ポリエス5.
テル糸はこの温度では溶融しないため、フィルターを詰まらせることになります。
ペレット化。 出来上がるのは再生PP（rPP）ペレットです。裏面印刷のインキがラミネート内に閉じ込められるため、通常は灰色または暗色になります。一般的な用途は、新6.
品の食品接触包装ではなく、射出成形品や押出成形品です。

浮沈分離では、フィラーの選択が結果を決めます。織りテープには、樹脂コストを抑えるため、重量比で5%、10%、または15%の炭酸カルシウムが一般的に含まれます。炭酸カル
シウムの密度は約2.7 g/cm³です。簡単な混合計算では、10%のフィラーにより、テープ密度は約0.99 g/cm³まで上がります。これはまだ浮きますが、かろうじてで
す。15%のフィラーでは、密度は約1.0 g/cm³に達し、水と同じになります。そのため、フィラーを多く含む袋は、不合格分と一緒に沈み、「PP」であっても失われてしまうこと
があります。この点で参考になるのが、 世界食糧計画（WFP）の織布袋製造業者向け技術要件で、[5] すでに各ロットの証明書に、GSM、メッシュ、ステッチ密度、引張強度と並んで
炭酸カルシウム含有量を記載することを求めています。購入者は、誰でも同じ項目を求めることができます。

https://docs.wfp.org/api/documents/WFP-0000160256/download/


手順解説：再資源化業者向けに使用済み袋を準備する
不合格となる荷の多くは、袋の化学組成ではなく、農場や工場での取り扱いが原因です。以下の工程はコストがほとんどかからず、受け入れ率を大きく改善します：

完全に空にする。 袋を裏返すか、飼料槽の上で振って中身を出します。残った飼料は重量を増やし、湿ると害獣を引き寄せ、カビの原因にもなります。1.
袋は乾燥させ、日陰で保管する。 湿ったベールはカビが生え、日光はPPテープを劣化させます。日焼けした生地は、折りたたむと白化、退色し、ひび割れます。その脆い破片は2.
微粉として洗い流され、歩留まりを下げます。
ライナーと異物を分ける。 取り外し可能なPEライナーを抜き取り、専用のフィルムの流れで保管します。紙タグ、ワイヤータイ、ひもは取り除きます。3.
受け入れ先が求める場合は、構造別に分類する。 ラミネート袋と非ラミネート袋を一緒に受け付ける処理業者もあれば、紙ラミネート袋やPEコーティング袋を分けて保管するこ4.
とを求める業者もあります。推測ではなく、書面で定められた受入仕様に従ってください。
化学的に汚染された袋は除外する。 農薬や危険物を入れていた袋は、通常、別途の農薬容器回収プログラムの対象です。飼料袋の荷には混ぜないでください。5.
束ね方、またはベール化の方法を統一する。 袋を平らにし、同じ向きに積み重ねてストラップで留めます。束を揃えておくと、検査が容易になり、輸送コストも下がります。6.
計量し、記録する。 出荷するすべての荷の重量を記録します。これらの記録は、以下で扱う主張や報告の根拠となります。7.

どの設計上の選択がリサイクル性を高め、またはそこなうか？
回収の習慣だけでは限界があり、袋の構造が再資源化業者にとって不利であれば効果は薄れます。下表では、一般的な飼料袋の構造を、工場での処理結果と、購入者が仕様で変更できる点と
ともに比較しています。

構造 含まれる素材系統 一般的な再資源化結果 設計上の改善策
非ラミネート織布PP、フレキソ印
刷 PP＋インキ 最も加工しやすい。最も明るい色の再生原料 インキの被覆率は適度に抑える。PP糸を指定する

BOPPラミネート織布PP
PP生地＋PPフィルム
＋接着剤またはタイ層＋
インキ

一般にPPとして加工可能。インキが層間に閉じ込められるた
め、ペレットは暗色になる

ラミネートまたは接着層がPEではなくPPであることを
確認する

PE押出コーティング織布PP PP＋PE 混合ポリオレフィン。低価値の再生原料で、一部の受け入れ先
は拒否する

バリア性能の要件が許す場合は、PPコーティングに切り
替える

縫い込み型PEライナー付き織
布PP PP＋PEフィルム 使用後にライナーを分離しにくく、格下げされることが多い 抜き取り可能なルーズ型ライナーまたはPPライナーを使

用する



構造 含まれる素材系統 一般的な再資源化結果 設計上の改善策

クラフト紙ラミネート織布PP PP＋紙＋接着剤 製紙工場もPP再資源化業者も受け入れを望まず、埋め立てら
れることが多い

紙の外観が不可欠でない限り避ける。代わりに艶消
しBOPP仕上げを検討する

高フィラー織布PP（炭酸カルシウ
ム約15%） PP＋鉱物 浮沈槽で沈むリスクがあり、テープが脆い フィラー含有量に上限を設け、ロット証明書への記載を求

める

ポリエステル縫製の底部 PP＋PET糸 糸が溶融フィルターを詰まらせ、再資源化業者が縫い目の端を
切り落とすことがある PP縫い糸またはヒートシール底部を指定する

パターンは単純です。ポリプロピレンのままの層はすべて、袋を単一の再資源化の流れにとどめます。PP生地、BOPPフィルム、PP接着層、PP糸、取り外し可能なライナーからなる
織布PP袋は、この形式で単一素材に最も近い構造です。UV安定剤は再資源化性の問題ではありません。屋外保管の寿命を延ばし、洗浄歩留まりを損なう脆化を遅らせます。小売カウンター
向けのブランド付きラミネート・トートも購入する場合、素材、印刷、検査の詳細は当社の ラミネートPP織布ショッピングバッグ仕様ガイドを参照してください。本セクションの廃棄後の
考え方は、それらのトートにも同様に当てはまります。

耐久性も再資源化性に関わる判断です。何度も再利用される袋は、廃棄物になる時点を遅らせます。カリフォルニア州の旧再利用袋法は、布製袋の有用な基準を定めており、その中には次の
基準も含まれます： 織布ポリプロピレン：縫製で、少なくとも80 g/m²であり、22 lbを175 ftにわたって運べ、少なくとも125回の使用に耐えること[6]。飼料袋がそこまで
何度も再利用されることはめったにありませんが、同じ試験の考え方で、返却された袋が二回目の充填に使えるか（それが許可されている場合）、または直ちに再資源化へ回すべきかを判断
できます。

回収プログラムまたは再生素材含有プログラムを構築する方法
回収プログラムは、散在する廃棄物を、再資源化業者が実際に対価を払うか無償で受け入れる流れへと転換します。飼料ブランド、協同組合、販売店ネットワークにとって、その構築は通常、
七つのステップで進みます。

1. 出荷する袋を監査する

上の表を使い、すべての袋のSKUを構造別および月間数量別に一覧にします。複数の袋種が混在するのは一般的で、紙ラミネートのSKUが一つ混ざるだけでも、清潔なベールを汚染しか
ねません。

https://jp.zigpac.com/custom-tote-bags/custom-pp-woven-shopping-bags.html
https://law.justia.com/codes/california/code-prc/division-30/part-3/chapter-5-3/article-2/section-42281/


2. 回収前に受け入れ先を確保する

候補となる処理業者に、書面による受入仕様を求めてください。受け入れ可能な構造、汚染の上限、水分の要件、ベールの形式、最低出荷量を明記してもらいます。受け入れ先がないまま回
収しても、山が移動するだけです。

3. 返却ルートを設計する

販売店は、顧客がすでに飼料を買いに来るため、自然な回収拠点です。専用の屋根付き回収容器を設置してください。袋自体に印刷された簡単な指示（「空にする、振り出す、乾燥を保つ、
返却する」）と樹脂コードを組み合わせれば、追加の取り扱いコストなしに、すべてのエンドユーザーに伝わります。

4. 取扱い経路の記録を保管する

販売店ごと、荷ごと、再資源化業者ごとに重量を記録し、再資源化業者に受領書類を求めてください。これらの記録は、回収トン数について公に発表する内容を裏付けられる、唯一の確かな
根拠です。

5. 再生素材含有量で循環を閉じる。慎重に行う

袋由来の使用後rPPは、通常、非接触製品、または飼料に触れない層や部品に使うのが最適です。飼料および食品接触包装は別の規則に従います。米国では、食品と接触して使用されるオレ
フィン系ポリマーは、次の規定によって規制されています。 21 CFR 177.1520[7]。この規定は樹脂と使用条件を対象としており、FDAは完成した袋を承認するわけではあり
ません。接触層に用いる再生樹脂には、適合性を示すサプライヤーの文書が必要です。また、再生素材はテープ強度を下げるため、より高い配合を承認する前に、上記のISO 23560の
破断力の値などの目標に対して新しい袋を試験してください。

小売用および販促用の織布袋では、再生素材含有量はすでに確立された調達要件となっています。ニューヨーク州の GreenNY再利用袋仕様[8]、十二月11日付で、2025年に承認
された同仕様は、織布PPを適格素材として挙げています。少なくとも80 GSMおよび50%の再生素材総含有量を求め、PVCを禁止し、再生素材の含有率を袋または恒久タグに印
字することを推奨しています。

6. 検証に耐えるよう表示の文言を工夫する

事実であり検証可能な内容を記載してください。「ポリプロピレン（#5）；参加販売店への返却による再資源化」は、「100%リサイクル可能」よりも安全です。カリフォルニア州は、
リサイクル性を実際の利用機会に結び付けています。同州の 現行の持ち帰り用袋規則[9] は、レジ用紙袋が、カーブサイド回収プログラムの大多数で受け入れられることを義務づけています。
また、再生素材含有量の下限は40%とし、適用対象は定格が8 lbを超える袋です。小型の袋の下限は20%です。この下限は50%へ引き上げられ、適用開始は一月1日、2028
年です。自己申告の環境表示は、一般にISO 14021に沿って構成されます。同規格は、表示が具体的であり、証拠によって裏付けられていることを求めています。

7. 輸出市場と貿易規則を検討する

包装商品をEUへ出荷する場合、 規則（EU）2025/40（PPWR）[10] は、リサイクル可能性を考慮した設計要件を法制化しています。この点を分析したのは、
Strategic Packaging Insights[11] の分析では、この規則が12日、八月、2026年から適用されたとされています。リサイクル性の等級付けはまだ実施法令を待っ
ており、多くの義務は1日、一月、2030年から始まるため、今から着手する単一PP素材への再設計は期限に間に合います。調達面では、再生素材含有量は関税分類を変えません。米国
国際貿易委員会は、2025年二月に、次の措置を維持する投票を行いました。 中国産ラミネート織布袋に対するアンチダンピングおよび相殺関税命令[12] は、引き続き有効です。これら
の命令は2008年にさかのぼります。

https://www.law.cornell.edu/cfr/text/21/177.1520
https://ogs.ny.gov/greenny/reusable-bags
https://calrecycle.ca.gov/plastics/bagrequirements/
https://eur-lex.europa.eu/legal-content/EN/LSU/?uri=CELEX:32025R0040
https://www.strategicpackaginginsights.com/insights/ppwr-after-august-2026/
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よくある質問
よくある質問：使用済みの飼料袋を自宅のカーブサイド回収容器に入れてもよいですか？
通常はできません。ほとんどのカーブサイド回収プログラムは、生地が選別設備に絡まるため、織布袋を対象外としています。お住まいの郡の一覧を確認し、それ以外では、農業用プラスチッ
クの回収、飼料販売店の返却拠点、または織布素材を受け入れるPP処理業者を利用してください。

よくある質問：BOPPラミネート飼料袋はリサイクル可能ですか？

BOPPフィルムもPPであるため、一般にポリプロピレンとして加工できます。ラミネートの接着層がPEである場合、縫い込み型PEライナーがある場合、または紙ラミネートである場
合には、再資源化性は低下します。サプライヤーに、すべての層の素材を明記するよう求めてください。

よくある質問：返却前に袋を洗う必要がありますか？

いいえ。再資源化業者は破砕後にフレークを洗浄します。必要なのは、完全に空にし、振り出し、乾燥させた袋です。湿った、カビの生えた、または残渣の多いベールが、荷が格下げされる
主な原因です。

よくある質問：古い袋から再生したPPを新しい飼料袋に戻すことはできますか？

場合によっては、限られた量で、通常は飼料に接する面から離して使用できます。再生素材含有量はテープ強度を下げることがあり、接触層には21 CFR 177.1520などの規則に
基づく文書が必要です。強度を試験し、配合率を上げる前に、樹脂サプライヤーの書類を入手してください。

よくある質問：ポリプロピレン製なのに、一部の織布PP袋が拒否されるのはなぜですか？
主な原因は、炭酸カルシウムフィラーの過多（テープが浮沈槽で沈む原因になります）、溶融フィルターを詰まらせるポリエステル縫い糸、PEコーティングまたはライナー、紙ラミネート、
そして生地を脆くする日焼けです。

よくある質問：織布ポリプロピレン袋に「リサイクル可能」と印刷してもよいですか？

袋を受け取る人々が、回収と処理を実際に利用できることを文書で示せる場合に限ります。「#5 PP — 参加販売店へ返却」のような具体的な表示は、条件のない表示よりも擁護しやす
くなります。カリフォルニア州の2026年の、袋のリサイクル性表示をめぐる和解は、そのリスクを示しています。



重要なポイント
フィラー含有量によって、PP袋が回収されるかどうかそのものが決まることもあります。 — 炭酸カルシウム含有量はロットごとの証明書の項目であり、約15%のフィラー
により、テープ密度がほぼ水と同じ水準まで高まります（出典)
再生素材含有量は、織布PP袋の調達要件として、すでに文書化されています。 — 再生素材総含有量50%、最低80 GSM（出典)
再利用は再資源化より優先され、試験で確かめられます。 — 22 lbを175 ftにわたって運搬でき、少なくとも125回の使用に耐える（出典)
強度目標により、新しい袋が受け入れられる再生樹脂の量は制限されます。 — 生地破断力は少なくとも918 N、対象は50 kgの食品用袋（出典)
より重いPP袋の形式が増えており、廃棄後の計画は年々重要性を増しています。 — 州による禁止後、織布袋および不織布袋向けのPPが少なくとも六倍に増加（出典)
EUのリサイクルを考慮した設計規則は、現在すでに法律となっており、再設計の期限も定められています。 — 適用開始は12日、八月、2026年から、多くの義務は1日、
一月、2030年から（出典)

結論：次の袋は前の袋よりもリサイクルしやすくする
使用済みの飼料袋は、三つの条件がそろったときにリサイクル可能な流れになります。袋がPP系にとどまり、中身を出す人が袋を清潔かつ乾燥した状態に保ち、処理業者が書面で受け入れ
に同意していることです。これらに特殊な素材は必要ありません。必要なのは、すべての層を明記した仕様、ロット証明書にあるフィラーの上限、PP糸、取り外し可能なライナー、そして
販売店が実際に運用できる回収ルートです。

リサイクル性、再生素材含有量、または回収表示のために袋や織布袋の仕様を見直しているなら、現在の構造と用途の詳細をお送りください。層ごとの選択肢の検討を支援し、実際の要件に
基づいて見積もりを提示いたします。
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